
観光たてやま魅力再発見！ 11 オーシャンヴェールリゾート

　

「
市
を
あ
げ
て
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
配
送
車
が
パ
ト
ロ
ー
ル

「にっぽん丸」「飛鳥Ⅱ」観光写真コンクール

平成18年4月から千葉県の指定管理者制度により、
｢千葉県南房パラダイス｣・｢いこいの村たてやま｣の両施
設の運営管理者に指定された㈱西山エンタープライズ
は、平砂浦一帯の各観光施設の連携・一体化を図るため、
新名称を募集しました。
182件の応募作品の中から、『南房パラダイス運営委

員会』で厳選なる審査を行い名称を『オーシャンヴェール
リゾート』と決定しました。名称のイメージは、文字通り
海の『オーシャン』と緑も多い土地を表現し包まれる意味
の『ヴェール』のフレーズを加えつけられたもの。
施設としては『館山カントリークラブ』、『館山グランドホテル』、『館山

ファミリーパーク』などの既存施設と新たに南パラの愛称で親しまれてい
る『千葉県南房パラダイス』、『いこいの村たてやま』の２施設を合わせた新
たな総合リゾートとして出発します。６月８日には新名称の発表レセプ
ションが開かれ、内外の関係者など180名以上が参加し、新名称を披露しま
した。
　今回の命名にあたり㈱西山エンタープライズは社名を『㈱オーシャン
ヴェール館山』と変更、ロゴマークも一新され、デザインはＤｒ．コパで知ら ▲オーシャンヴェールロゴ

さちあき

れる風水の小林祥晃氏が担当しました。レセプションで小林氏は「館山という地域は、徳川家康の時代か
ら江戸城の真南に位置し、要所として家康がとても欲しがった場所。凄いパワーを持った土地であり、発
展と英知が集約する位置にある」と風水の話で館山を説明しました。ロゴマークは、海を表したブルーの
“O”、千葉県の地形を表すグリーンの“Ｖ”、南房総の花を表すイエローの３色で構成されたデザインです。
　また、現在「南房パラダイス」は｢道の駅｣の登録を申請中。館山の地域観光の拠点となることで、館山の
発展、千葉県の発展につながるようになることを期待します。
【問合せ】オーシャンヴェール館山　広報課（�2８－2211）
http://www.awa.or.jp/home/fphs/index.html

▲オーシャンヴェールリゾート

千
葉
県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会

安
房
支
部
館
山
協
議
会（
原
田
俊

昭
会
長
　
加
盟
39
社
）で
は
最
近
、

全
国
各
地
で
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、協
会
の
自
主
的
な

社
会
還
元
活
動
と
し
て
、防
犯
活

動
を
行
う
こ
と
を
協
議
会
総
会
で

全
会
一
致
で
、100
台
近
い
加
盟
各

社
の
営
業
車
が
、「
子
ど
も
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
中
」
と
い
う
ス
テ
ッ

カ
ー
を
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
掲
出

し
、市
内
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
に
密
着
し
た
わ
れ
わ
れ

ガ
ス
屋
は
、重
い
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

を
お
客
様
の
家
に
お
届
け
し
た

り
、検
針
に
伺
っ
た
り
す
る
な
か

で
、車
で
細
い
路
地
ま
で
入
っ
て

走
っ
て
い
ま
す
の
で
、裏
道
の
通
学

路
を
走
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
特
性
を
生
か
し
、パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、会
員

み
ん
な
の
賛
同
を
も
ら
い
、実
施
し

て
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
気
を
つ
け

て
運
転
す
る
こ
と
で
、安
全
運
転
に

も
役
立
つ
と
い
う
相
乗
効
果
も
生
ん

で
お
り
、我
々
の
活
動
が
犯
罪
防
止

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」会
長
の
原
田
俊
昭
さ
ん

(

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
関

連
記
事
を
２
〜
３
ペ
ー
ジ
で
も
特
集

し
て
い
ま
す
）

「飛鳥Ⅱ」最優秀賞　
「初寄港飛鳥Ⅱ」神崎敏勝さん

「にっぽん丸」最優秀賞
「にっぽん丸と兄妹」浅沼昭司さん　

市
民

シリーズ

242

723
平成18年
７月15日号

「安全で安心なまちづくり」に協力　営業車両でパトロール
県プロパンガス協会安房支部館山協議会のみなさん

広報／たてやま 平成18年７月15日号（No.723）　発行／館山市秘書広報課



安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

携帯電話で「館山市安全・安心メール」
　　　　　　　の配信をはじめます

　市では、８月１日から防災、防犯、消防などの緊急情報をあらかじめ登録した携帯電
話などにメールでお知らせする「館山市安全・安心メール」の配信をスタートします。
　また、携帯電話用ホームページも同時に開設され、休日・夜間当番医や広報に掲載さ
れた情報、地域の気象情報を見ることができます。
問合せ／社会安全課（�22-3954）

登録についての問合せは、㈱日本文字放送（�03-5489-3800）
または、携帯電話販売店まで

登録方法

　         

　
　
　
　
　
　

携
帯
電
話
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

　
市
で
は
㈱
日
本
文
字
放
送
と
携

帯
電
話
対
応
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

業
務
委
託
を
締
結
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、各
携
帯
サ
イ
ト
及
び

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｌ
モ
ー
ド
内
で
運
営
す

る「
テ
レ
モ
自
治
体
情
報
」の
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。

　「
テ
レ
モ
自
治
体
情
報
」内
に
開

設
し
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
携

帯
電
話
な
ど
の
ア
ド
レ
ス
を
登
録

す
る
こ
と
に
よ
り
、市
が
発
信
す

る「
緊
急
情
報
」を
メ
ー
ル
で
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

配
信
す
る
緊
急
情
報
は
、災
害

な
ど
に
よ
る
避
難
情
報
や
津
波
、

大
雨
な
ど
の
警
報
、不
審
者
や
行

方
不
明
者
な
ど
の
防
犯
情
報
、火

災
発
生
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

想
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、同
時

に
開
設
さ
れ
る
市
の
携
帯
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、休
日
、夜

間
当
番
医
な
ど
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
地
域
の
気
象
情
報
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す
。

メ
ー
ル
の
配
信
を
受
け
る
に

は
、あ
ら
か
じ
め
お
使
い
の
携
帯

電
話
な
ど
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
登
録
が
必
要
で
す
。氏
名
や
住

所
な
ど
の
登
録
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。運
用
開
始
前
の
今
月
14
日
か

ら
仮
サ
イ
ト
が
で
き
ま
す
の
で
、

登
録
が
で
き
る
予
定
で
す
。

利
用
料
金
や
注
意
事
項
は

 

　
登
録
料
、情
報
料
は
無
料
で

す
。た
だ
し
、登
録
の
際
や
メ
ー
ル

受
信
に
か
か
る
通
信
料
な
ど
の
費

用
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
㈱
日
本
文
字
放
送
が
厳
重
に
管

理
し
、他
の
目
的
で
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
㈱
日
本
文
字
放
送
は
日
本
放
送

協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
放
送
設
備
を
使

用
す
る
、文
字
放
送
を
担
う
関
連

会
社
で
す
。市
で
は
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
直
接
緊
急
情
報
を
配
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、市
と
市
民
と
の
情

報
の
共
有
化
を
は
か
り
、よ
り
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

市へ青色回転灯付自動車を寄贈
株式会社オーシャンヴェールリゾート（旧社名西山エンタープライズ）は、防

犯への効果が見込まれる青色回転灯付自動車を館山警察署の仲介で市へ寄贈
しました。先月の総合リゾート名発表レセプションの席上、西山茂行社長から
辻田市長への進呈式を行い、市から感謝状を贈呈しました。児童の下校時間に
合わせた防犯パトロールをはじめとした防犯活動に使用していきます。
寄贈を受けた辻田市長は「青色回転灯付自動車は防犯効果も大きく、防犯活

　　　　
全
国
で
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ

る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
な
か
、

市
内
で
は
船
形
、神
戸
地
区
の「
子

ど
も
見
守
り
隊
」の
結
成
や
、Ｐ
Ｔ

Ａ
を
は
じ
め
各
種
団
体
に
よ
る
子

ど
も
の
安
全
を
訴
え
る
ス
テ
ッ

カ
ー
の
車
へ
の
掲
示
、民
間
団
体

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
市
民
や

業
界
団
体
、企
業
の「
犯
罪
防
止
意

識
と
活
動
」
が
急
速
に
盛
り
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
活
動
を
推
進
し
、防
犯
意
識
の

更
な
る
向
上
と
、活
動
の
広
が
り

を
期
待
し
、条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
条
例
は
防
犯
に
対
し
て
の

理
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、具
体

的
な
義
務
や
規
則
を
定
め
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
や
高

齢
者
に
配
慮
し
、市
は「
防
犯
意
識

高
揚
の
啓
発
活
動
」「
環
境
の
整

備
」な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。ま

た
、市
民
や
事
業
者
は「
自
分
で
安

　 
６
月
定
例
市
議
会
で「
館
山
市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
条
例
は
、

「
犯
罪
の
な
い
館
山
市
を
め
ざ
し
て
」市
・
市
民
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
い
う
理
念
を

示
す
も
の
で
す
。１
日
に
は
条
例
制
定
を
記
念
し
て「
館
山
市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
」を
開
催
、

防
犯
意
識
を
啓
蒙
す
る
と
と
も
に
、安
全
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課（
�
22
ー
３
４
６
４
）

ま
た
、今
月
１
日
に
は
、条
例

制
定
を
記
念
し
て「
館
山
市
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
大
会
」を

市
と
館
山
警
察
署
が
主
催
し
て
開

催
、千
人
の
市
民
が
参
加
し
、防
犯

　
ま
た
、芝
生
広
場
で
は
、白
バ
イ

の
体
験
乗
車
、制
服
の
着
用
体
験

な
ど
も
行
わ
れ
、大
勢
の
子
ど
も

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。防
犯
活
動
に
貢
献
し
た
こ

と
に
よ
る
、感
謝
状
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

 

▽
神
戸
地
区
こ
ど
も
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
▽
船
形
地
区
こ
ど
も

全
確
保
」「
地
域
で
の
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」な
ど
の
役

割
を
果
た
す
と
し
て
い
ま
す
。

意
識
の
啓
蒙
に
つ
と
め
ま
し
た
。

大
会
で
は
、防
犯
功
労
団
体
へ
の

感
謝
状
贈
呈
や
犯
罪
に
あ
わ
な
い

た
め
の
講
演
に
続
き
、警
察
官
の

制
服
や
甲
冑
を
着
込
ん
だ
子
ど
も

た
ち
が
、同
市
の
神
戸
、船
形
地
区

の
こ
ど
も
見
守
り
隊
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
登
壇
し
、来
場
者
に

向
っ
て「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

す
」「
交
通
事
故
を
気
を
つ
け
ま

す
」と
宣
言
。子
ど

も
甲
冑
隊
、見
守

り
隊
ら
も「
交
通

事
故
を
な
く
す

ぞ
」「
地
域
の
安
全

を
守
る
ぞ
」と
安

全
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
後
、舞

台
で
は
子
供
被
害

防
止
や
オ
レ
オ
レ

詐
欺
防
止
の
人
形

劇
に
多
く
の
ち

び
っ
子
が
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し

た
。

見
守
り
隊
▽
館
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
▽
館
山
警
察
署
管
内
金
融
機

関
防
犯
協
力
会
▽
県
建
設
業
協
会

館
山
支
部
▽
平
砂
浦
観
光
協
議
会

▽
安
房
八
幡
太
鼓
▽
川
間
松
代
さ

ん（
子
ど
も
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）▽
森
脇
幸
治
さ
ん（
子
ど
も
紙

ま
ゆ
ず
み
え
つ
せ

芝
居
制
作
）▽
黛
悦
世
さ
ん（
振
り

込
め
詐
欺
未
然
防
止
）

動に役立ちます
ので、本当にあ
りがたい贈り物
です。市民の安
全のため、防犯
活動に有効に使
用していきま
す」と話してい
ます。

安
全
安
心
条
例
を
制
定

安
全
安
心
大
会
を
開
催

QRコード対応の携帯電話でこの
コードを撮影すると、入力なしで館
山市サイトにアクセスできます

３ だん暖たてやま ２平成18年７月15日

お 知 ら せ

（機種により２回操作） 

ｉ ＭＥ ＮＵ 

メニュ ーリ スト 

タウン 情報/行政 

テレモ 自治 体情 報 

トップ メニ ュー 

カテゴ リー で探 す 

ライフ 

行政サ ービ ス 

全国 

テレモ 自治 体情 報 

Voda fo ne li ve ! 

ウェブ 

ボーダ フォ ンウ ェブ 

メニュ ーリ スト 

くらし ・健 康 

行政 

Ｌボタ ン 

メイン メニ ュー 

Ｌメニ ュー リス ト 

行政サ ービ ス 

行政公 共機 関 

全国 

対象地 域選 択 (地域・50音 ) 

承諾す る 承諾す る 

メール サー ビス の登録 メール サー ビス の登録 

テレモ 自治 体情 報 

メール サー ビス メール サー ビス 

登録す る 登録す る 

対象地 域選 択 (地域・50音 ) 対象地 域選 択 (地域・50音 ) 対象地 域選 択 (地域・50音 ) 

館山市 トッ プ画 面 館山市 トッ プ画 面 館山市 トッ プ画 面 館山市 トッ プ画 面 

メール サー ビス メール サー ビス 

登録す る 

テレモ 自治 体情 報 

登録す る 

承諾す る 承諾す る 

メール サー ビス の登録 メール サー ビス の登録 

受信メ ール を開 封 

送られ てき たＵ ＲＬを 選択 

設定す る 

完了 

テレモ から 「登 録画面 呼び 出し 」メ ール が届き ます 

　　 メール 送信 
■ 本文内の記載事項は 
そのまま送付 

メール 送信 
■ 本文内の記載事項は 
そのまま送付 

スーパ ーメ ール 送信 

テレモ から メー ルが届 かな いと きは 
メール の[指定 受信 ]に 

ｍail.t el em o- mo bile.n e.j p 
または 

al er t@ mail .t el em o- mo bi le .n e.j pを 
受信可 能な 状態 に設定 した 後に 登録 して くださ い。 
※ 詳しくはお近くの携帯電話販売店でお尋ね ください。 

ライフ（機種により２回操作） 

　　 メール 送信 
■ 本文内の記載事項は 
そのまま送付 

　　 メール 送信 
■ 本文内の記載事項は 
そのまま送付 

・・・ 　メール サービスご利用にあたってのお願いとご注意　 ・・・ 
１．メールは通信回線の混雑状況や機種によっては遅れたり届かない場合があります。 
２．ご利用されている方が電波の届かない場所や通話中などの場合は、メールが遅れたり届かない場合があります。 
３．メールアドレスを変更する場合は、一度登録を解除して、新規に取得したアドレスで改めて登録を行ってください。 
４．携帯電話の機種によっては、地域設定が必要な場合があります。携帯電話に記載されている手順に従って設定してください。 

公
式
サ
イ
ト
操
作
手
順 

対
象
地
域
選
択 

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
登
録
画
面
呼
出 

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
登
録 



伊藤助役が国に帰任

　
平
成
15
年
５
月
、国
土
交
通
省
か
ら
助
役
に
就
任
し
て
い
た
伊
藤
博
信
さ
ん
が
、７
月
10
日
付
け
で
助
役
を

退
職
し
、国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
港
湾
空
港
部（
神
戸
市
）に
帰
任
し
ま
し
た
。３
年
２
ヶ
月
の
助
役

在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　過
ぎ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う

間
の
３
年
間
で
し
た
。公
私
と
も

に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

生
活
し
て
み
る
と
、赴
任
前
に

思
っ
て
い
た
以
上
に
自
然
が
豊
か

で
、歴
史
や
文
化
の
面
で
も
多
く

の
可
能
性
を
持
っ
た
ま
ち
で
あ
る

観
光
立
市
、行
革
に
確
か
な
手
ご
た
え

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。こ
う
し

た
可
能
性
を
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く

引
き
出
せ
る
か
悩
み
な
が
ら
、観

光
立
市
や
港
湾
構
想
の
推
進
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、新
た
な
地
域
間
交
流
の

基
礎
と
な
る
高
速
旅
客
船
の
運

航
、県
下
で
も
有
数
の
組
織
率
を

誇
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、新
た
な
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
な
る
海
洋
深
層
水
の
取

水
な
ど
、今
後
に
大
き
な
期
待
が

持
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、職
員

は
も
と
よ
り
、多
く
の
市
民
や
民

間
の
方
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

赴
任
当
初
に
関

わ
っ
た
、安
房
地
域
の

市
町
村
合
併
が
成
就

し
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、観
光
立
市

や
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
に
よ
り
、自
立

に
向
け
て
の
流
れ
を

作
る
こ
と
が
で
き
た

か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。今
後
、こ
の
流
れ

を
切
ら
さ
ず
強
固
な

も
の
に
し
て
い
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、自
分
自
身
も

楽
し
む
剣
道
に
つ
い

て
は
、昨
年
開
催
さ
れ

た
高
校
総
体
で
、安
房
高
校
日
本

一
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
た
の
は
、

一
生
の
記
念
に
な
り
ま
す
。剣
道

が
盛
ん
な
こ
の
地
域
に
赴
任
し

た
縁
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

安
房
の
剣
道
界
の
更
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
紙
面
を
借
り
、在
任
中

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
に

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。今
度
赴
任
す

る
神
戸
は
、ご
存
知
の
と
お
り
、

横
浜
と
並
ぶ
日
本
最
大
級
の
港

湾
都
市
。近
い
将
来
、神
戸
と
館

山
を
結
ぶ
大
型
客
船
の
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
、関
西
で
も「
館
山
」

の
名
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
、

館
山
市
の
今
後
の
発
展
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

「
館
山
・
南
総
里
見
発
見
ト
ー
ク 

」

　
〜
文
化
庁
長
官
と
千
葉
県
知
事
の
八
犬
伝
放
談
〜

石
油
協
同
組
合
と
災
害
協
定
を
締
結

    

市
で
は
千
葉
県
石
油
協
同
組

合
館
山
鋸
南
支
部（
鈴
木
陽
一
支

部
長
）と
の
石
油
類
燃
料
の
供
給

等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、地
震
、風
水
害
な

ど
の
災
害
の
発
生
に
よ
り
、電

気
、ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

機
能
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
に

お
い
て
、被
災
者
に
対
す
る
炊
き

出
し
や
暖
房
を
は
じ
め
様
々
な

救
援
活
動
に
必
要
な
石
油
類
燃

料
な
ど
を
確
保
・
供
給
す
る
た
め

の
協
定
で
す
。

    

新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
、最
近

発
生
し
た
大
き
な
地
震
で
は
、多

く
の
人
が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
、建
物
な
ど
の
被
害
に
加
え
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
の
遅
れ

で
、被
災
者
へ
の
負
担
が
増
え
て

い
ま
し
た
。

　
市
で
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、事
前
に

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
お
く
こ

と
が
防
災
対
策
で
あ
り
、市
民
に

「
安
全
・
安
心
」を
与
え
る

た
め
、今
後
も
各
種
災
害

協
定
の
締
結
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
締
結
に
つ

い
て
鈴
木
支
部
長
は「
先

に
開
い
た
総
会
で
、組
合

員
全
会
一
致
で
決
議
し
ま

し
た
。今
回
の
協
定
締
結

で
、災
害
時
の
燃
料
供
給

に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ

ん
に
安
心
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課

（
�
22
―
３
９
５
４
）

　期　間／第Ⅰ期７月15日（土）～９月10日（日）
　　　　　第Ⅱ期９月16日（土）～11月５日（日）
         　　　　　　　　　　【月曜日休館】
　場　所／館山市立博物館
　問合せ／市立博物館（�23－5212）

 那古寺観音堂平成の大修理記念
平成18年度館山市立博物館企画展 　

戦
国
大
名
里
見
氏
と
滝
沢
馬
琴
の
長
編
小
説「
南
総
里
見
八
犬
伝
」

を
テ
ー
マ
に
、
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
と
堂
本
暁
子
千
葉
県
知
事
を

お
招
き
し
、
辻
田
市
長
も
加
わ
っ
て
の
八
犬
伝
ト
ー
ク
や
オ
ペ
ラ
八

犬
伝
の
ビ
デ
オ
上
映
、
河
合
長
官
と
半
澤
美
緒
子
さ
ん
の
特
別
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
／
７
月
25
日（
火
）午
後
６
時
開
演

会
　
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
　
金
／
入
場
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

内
　
容

■
午
後
６
時
〜
６
時
20
分「
オ
ペ
ラ
八

犬
伝
」ビ
デ
オ
放
映

■
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
ト
ー
ク

「
今
こ
そ
語
ろ
う
。里
見
・
八
犬
伝
」

■
午
後
７
時
40
分
〜
８
時「
特
別
演
奏
」

フ
ル
ー
ト
奏
者
　
河
合
隼
雄
氏
　
ピ
ア

ノ
伴
奏
　
半
澤
美
緒
子
氏

協
賛
事
業（
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
）

「
里
見
・
八
犬
伝
グ
ッ
ズ
」な
ど
関
連
商

品
の
販
売
、「
里
見
関
連
資
料
」な
ど
の

展
示

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課（
�
22-

３
６
９
８
）

ふだらく

　　　　　　　安房を代表する観音信仰霊場である補陀洛山那古寺
は、中世以来地域有力者の庇護を受け、特に里見氏から
は安房支配の要として、政治的にも保護を加えられて
いました。また、観音霊場としても坂東三十三観音札所
の結願寺であり、安房国札三十四観音の第一番札所と
して多くの巡礼者が訪れています。

　　　　　　　那古寺には多くの文化財が伝来しており、平成大修
理を機会として、那古寺の信仰と歴史を紹介します。

観音巡礼と那古寺

河合隼雄文化庁長官

堂本暁子千葉県知事

念願の校用車を配備　房南中

平成16年の中学生模擬議会で、当時の生徒か
ら要望のあった、房南中へのワンボックスカーの
配置が実現。生徒指導や緊急輸送に活躍します。
　生徒会長の石井健くんは「先輩が要望したこと
が実現しうれしい。荷物を運んだり、部活動で試
合に参加する時などに役立ちますので、みんなで
大切に使っていきます」と話していました。

超高速ジェット船の就航に尽力

第Ⅰ期 補陀落浄土への道
第Ⅱ期 里見氏と那古寺

５ だん暖たてやま ４平成18年７月15日

お 知 ら せ



　
日
時
／
８
月
12
日（
土
）午
後
５

時
〜
午
後
９
時

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
芝
生

広
場

　
期
日
／
７
月
17
日（
月
・
祝
）〜
18
日（
火
）

　
場
所
／
那
古
地
区
　

　
期
日
／
７
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
場
所
／
船
形
地
区
　

　
期
日
／
８
月
１
日（
火
）〜
２
日（
水
）

　
場
所
／
館
山
地
区

　
期
日
／
８
月
10
日（
木
）

　
場
所
／
安
房
神
社
。

　
日
時
／
８
月
８
日（
火
）午
後
７

時
30
分
〜
午
後
８
時
45
分（
荒
天

の
場
合
９
日
ま
た
は
10
日
に
延

期
）

　
場
所
／
北
条
、新
井
海
岸

※
館
山
湾
で
は
、「
に
っ
ぽ
ん
丸
満

船
飾
」と「
自
衛
艦
に
よ
る
電
灯
艦

飾
」が
行
わ
れ
、彩
を
添
え
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、花
火
大
会

の
終
了
時
刻
に
合
わ
せ
た
臨
時
列

車
を
運
行
し
ま
す
。館
山
駅
発
午

後
９
時
21
分
の
君
津
行
き
で
す
。

（
運
行
は
８
月
８
日
の
み
）

　
日
時
／
８
月
８
日（
火
）〜
９
日

（
水
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時
30
分

　
場
所
／
那
古
山

　
期
日
／
８
月
９
日（
水
）

　
場
所
／
那
古
寺

　
日
時
／
７
月
16
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
３
時

　
場
所
／
北
条
海
岸

　
日
時
／
７
月
17
日（
月
・
祝
）午

前
９
時
〜
午
後
３
時

　
場
所
／
北
条
海
岸

　
日
時
／
７
月
23
日（
日
）午
後
１
時

〜
午
後
４
時

　
場
所
／
堂
の
下
海
岸（
船
形
）か

ら
北
条
桟
橋

　
日
時
／
８
月
５
日（
土
）午
後
４

時
〜
午
後
９
時

　
場
所
／
京
葉
銀
行
館
山
支
店
駐

車
場
他

　
日
時
／
８
月
６
日（
日
）午
後
４

時
〜
午
後
９
時

　
場
所
／
東
京
電
力
駐
車
場

　全国からフラダンス愛好家が館山に集まる、ハワイ
アンダンスの祭典。フラダンスの後、花火大会を開催し
ます。
　日時／8月19日（土）9:00～19:40
　　　（花火大会は20:00～21:00）
　会場／館山ファミリーパーク（入園料無料）
　主催／ハワイアンフェスティバルin館山実行委員会
　問合せ／実行委員会運営事務局（�29－1111）

第３回の大会の様
子

2006 Ｆlamenco in Tateyama

◎花火とフラメンコ
日時／８月８日（火）
　　　18:30～20:45　
会場／北条海岸仮設舞台
　(館山ｼｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ前広場)
※花火大会延期の場合は中止

　今年もフラメンコの季節がやってきました。12回目を
迎える全国大学フラメンコフェスティバルを中心に、全国
から集う学生の踊りを、市内各所で観ることができます。
　問合せ／生涯学習課（�22－3698）

◎フラメンコIN南パラ
日時／８月10日（木）　
　　　18:00～19:00
会場／南房パラダイス入口広場

◎第12回全国大学フラメンコフェスティバル
日時／８月12日（土）　
　　　開場　13:30　　　開演　14:00
会場／南総文化ホール（入場無料／要整理券）

　　
市
で
は
、魅
力
的
な
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
し
て
、民
間
団
体
な

ど
が
行
う
観
光
振
興
を
進
め
る
た

め
の
事
業
の
支
援
を
目
的
に
、昨

年
、観
光
振
興
支
援
事
業
補
助
金

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、館
山
市
に
住
所

を
有
す
る
民
間
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
が
行
う
事
業
で
、観
光
関

連
施
設
の
整
備
、新
た
な
観
光
資

源
の
開
発
ま
た
は
既
存
観
光
資
源

の
魅
力
向
上
、新
た
な
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、新
た
な
特
産
品
の

開
発
お
よ
び
そ
の
普
及
促
進
、観

光
情
報
の
充
実
お
よ
び
そ
の
発
信

機
能
の
向
上
、観
光
来
訪
者
の
受

入
体
制
の
充
実
な
ど
を
目
的
と
す

る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
率
は
、観
光
関
連
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、補
助
率
２
分

の
１
以
内（
た
だ
し
、補
助
金
限
度

額
200
万
円
、事
業
費
が
100
万
円
未

満
の
事
業
は
対
象
外
。）、そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
は
、補
助
率
２

分
の
１
以
内（
た
だ
し
、補
助
金
限

度
額
100
万
円
、事
業
費
が
50
万
円

未
満
の
事
業
は
対
象
外
。）で
す
。

　
今
年
度
中
に
こ
の
補
助
金
を
活

用
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、９
月

29
日（
金
）ま
で
に
、平
成
19
年
度

に
活
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
11

月
30
日（
木
）ま
で
に
、観
光
立
市

推
進
課
観
光
企
画
室
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
観
光
立
市
推
進
課
観

光
企
画
室（
�
22
―
３
１
３
６
）

　　
館
山
湾
を
活
用
し
た
海
辺
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
館
山
市
で

は
、多
く
の
市
民
や
来
訪
者
が
海

や
砂
浜
に
親
し
み
、ビ
ー
チ
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
賑
わ
い
の
空
間
の

創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、北

条
海
岸
南
突
堤
脇
の
砂
浜
に
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト（
２
面
）

を
設
置
し
ま
す
。

　
実
施
期
間
／
７
月
15
日（
土
）〜

８
月
31
日（
木
）【
８
月
８
日（
火
）

は
除
く
】

　
利
用
方
法
／
希
望
者
は
、運
転

免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明
す
る
書

類
を
提
示
の
う
え
、受
付
に
コ
ー

ト
利
用
申
請
書
を
提
出
し
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
ト
ン
ボ
を
借
り
て

く
だ
さ
い
。料
金
は
無
料
で
す
。

　
利
用
時
間
／
最
大
２
時
間
ま

で
。（
混
雑
時
は
、１
チ
ー
ム
１
時

間
）

　
注
意
／
利
用
の
際
に
は
、必
ず

ビ
ー
チ
の
清
掃
と
危
険
物
な
ど
の

確
認
を
行
い
、各
自
の
ご
み
は
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。ボ
ー
ル
な

ど
を
破
損
、紛
失
し
た
場
合
に
は
、

弁
償
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）

『
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
』を
設
置

魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

観
光
振
興
支
援
事
業
補
助
金
の
活
用
を

第５回
ハワイアンフェスティバル in館山

７ だん暖たてやま ６平成18年７月15日

お 知 ら せ

館
山
観
光
ま
つ
り

Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

２
０
０
６
館
山

第
10
回
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

鏡
ケ
浦
横
断
遠
泳
大
会

第
23
回
銀
座
ま
つ
り

　
　  

〝
ふ
れ
あ
い
の
街
〞

長
須
賀
納
涼
露
店
市

館
山
湾
花
火
大
会

那
古
観
音
四
万
六
千
日

那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー

産

業

ま

つ

り

（
ア
セ･

ム
ー
チ
ョ･

カ
ロ
ー
ル
）

祭

礼

電
光
ひ
か
り
大
文
字

問
合
せ
／
観
光
立
市
推
進
課（
�
22
―
３
３
４
６
）

那
古
地
区
祭
礼

船
形
地
区
祭
礼

館
山
地
区
祭
礼

安
房
神
社
例
祭



計算例　世帯家族構成　夫婦と子ども２人の４人家族
【夫41歳（介護保険該当）、妻39歳（介護保険非該当）、子ど
も２人、妻子は収入・資産なし】
　前年中所得　200万円（給与収入で約312万円）
　固定資産税　75,000円

◎医療分
１．所得から基礎控除（33万円）を差し引いた額
　　（所得割課税基準額）167万円に100分の7.20　　
　　をかけると所得割額は120,240円....①
２．資産割額は固定資産税に100分の40をかけて　　
　　30,000円....②
３．均等割額は4人家族(1人あたり21,600×4人)　　
　　86,400円....③
４．世帯別平等割額は１世帯あたり22,800円....④
よって医療分の税額（①+②+③+④）は、259,440円で
100円未満切捨てて、259,400円（Ａ）

◎介護分
１．所得割は所得割課税基準額167万円に100分の
　　1.75をかけて所得割額は29,225円....①
２．均等割額は、対象者１人なので13,200円....②
よって介護分の税額（①+②）は42,425円で100円
未満切捨てて、42,400円（Ｂ）

　医療分＋介護分＝国民健康保険税
　よって、（Ａ）+（Ｂ）＝301,800円が
　今年度の課税額になります。

　
医
療
分
で
の
改
正
は
、均
等
割

額
は
、１
人
２
万
１
千
600
円
、世
帯

別
平
等
割
額
は
１
世
帯
２
万
２
千

800
円
、所
得
割
額
が
７
・
２
％
に
な

り
ま
す
。

　
介
護
分
で
は
、均
等
割
額
は
、１

人
１
万
３
千
200
円
、所
得
割
額
が

１
・
75
％
に
な
り
ま
す
。

　
平
均
税
額
は
昨
年
度
決
算
の
剰

余
金
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
こ

と
で
、１
世
帯
あ
た
り
で
15
万
９
千

925
円
と
見
込
ま
れ
、昨
年
に
比
べ
、

１
世
帯
あ
た
り
で
平
均
５
千
924
円

の
引
き
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、医
療
分
と
介
護
分
を

分
け
て
計
算
し
て
い
ま
す
。医
療
分
は
、保
険
給

付
費（
医
療
費
）や
老
人
保
健
拠
出
金
な
ど
の
支

出
額
に
よ
っ
て
算
出
し
ま
す
。介
護
分
は
、介
護

納
付
金
額
を
基
に
算
出
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、平
成
17
年
度
決
算
剰
余
金
の
一

部
を
税
の
軽
減
に
充
て
る
た
め
、医
療
分
と
介

護
分
の
税
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

改正前との比較

国民健康保険税の計算例

平
均
で
、１
世
帯
あ
た
り
15
万
９
千
925
円

【問合せ】
　国保加入・喪失届出、保険証の
交付、高額療養費の手続、老人保
健全般／市民課保険年金係
　　　　（�22―3428）
　国保の課税全般／税務課市民
　　　　税係（�22―3262）
　国保税の納税／納税課収納係
　　　　（�22―3257）

医療分
介護分引き下げ

【介護分】（40～64歳までの国保加入者が該当）

　　　区　分
課税限度額
所得割額
被保険者均等割額
　（１人あたり）

改正後
　 9万円
　 1.75％

13,200円

改正前
　 ８万円
　 2.00％

19,200円

　　　区　分
課税限度額
所得割額
資産割額
被保険者均等割額
　（１人あたり）
世帯別平等割額
　（１世帯あたり）

改正後
　53万円
　  7.2％
　40.0％

21,600円

22,800円

【医療分】

改正前
　53万円
　  7.5％
　40.0％

22,800円

24,000円

　
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
た
り
、差
押

な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。ま
た
有
効
期
限
の

短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」が
交

付
さ
れ
る
ほ
か
、１
年
以
上
滞
納
が

続
く
と
保
険
証
の
代
わ
り
に
10
割
負

担
と
な
る「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」が
交
付
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
国
保
税
は
、加
入
者
の
前
年
中

の
所
得
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

前
年
中
に
収
入
の
無
か
っ
た
人

も
必
ず
申
告
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。申
告
を
し
な

い
と
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下

の
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
税
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、災
害
な
ど
で
、納
付
が
困

難
に
な
っ
た
と
き
は
、減
額
や
免

除
な
ど
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
医
療
費
が
減
少
す
る
と
歳
出

が
減
り
、結
果
と
し
て
、国
保
税

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、市
民
の
健
康
保
持
や

健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
、総
合
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
受
診
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

は
本
人
が
手
続
き
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。加
入
手
続
き
が
遅

れ
る
と
、後
か
ら
資
格
を
取
得
し

た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

市の被保険者１人当たり
　総医療費（平成16年度）
 ○国保一般　196,122円
 ○国保退職　349,705円
 ○国保老人　643,871円
全体では347,815円で、県内77
市町村中高いほうから数えて
12番目です。

どんな薬？
「ジェネリック医薬品」

　ジェネリック（後発）医薬品とは、新し
い薬（先発医薬品）の特許期間が満了し、
有効性と安全性が確認された後に売り
出された医薬品です。
　今年４月１日から、患者がジェネリッ
ク医薬品を希望し、主治医が認めれば、
ジェネリック医薬品が処方されるよう
になりました。
　値段は新薬の２割から８割程度と言
われており、種類や効果も様々です。
　ジェネリック医薬品を使うためには、
医師の処方が必要です。まずは、かかり
つけ医に相談してください。

滞
納
す
る
と

制
限
を
受
け
る
こ
と
も

国
保
加
入
世
帯
は
必
ず
所
得
の
申
告
を

医
療
費
で
決
ま
る
国
保
税

資
格
の
取
得
・
喪
失
の
届
出
は
早
め
に

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
な
が
る

退
職
者
医
療
制
度

　
こ
の
制
度
は
、被
用
者
保
険

（
社
会
保
険
な
ど
）の
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
退
職
者
の
現
役
時
代
の
貢
献

を
前
提
に
、世
代
間
で
助
け
合
う

と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
、各
被

用
者
保
険
の
保
険
者
が
退
職
者

の
医
療
費
を
負
担
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
に
変
わ
っ
て

も
、本
人
の
保
険
の
自
己
負
担
額

な
ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、保
険

の
財
源
が
変
わ
る
た
め
、国
民
健

康
保
険
税
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。市
で
は
、対
象
者
の

届
出
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
／
次
の
①
か
ら
③
の
全
て

に
当
て
は
ま
る
人
と
そ
の
扶
養
者
。

①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
人
。

③
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
の

老
齢
ま
た
は
退
職
年
金
の
受
給
権

が
あ
り
、加
入
期
間
が
20
年
以
上

ま
た
は
40
歳
以
降
で
10
年
以
上
あ

る
人
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
同

じ
世
帯
で
す
で
に
退
職
被
保
険
者

証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、そ

の
退
職
被
保
険
者
証
も
必
要
）

②
年
金
証
書

③
印
鑑

※
制
度
に
つ
い
て
の
不
明
な
点

は
、市
民
課
保
険
年
金
係（
�
22
―

３
４
２
８
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
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お 知 ら せ

国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
正



　
老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
で
、

負
担
割
合
が
変
更
し
た
人
に
は
、

今
月
末
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。
８
月
以
降
、
医
療

機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ず

新
し
い
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
負
担
割
合
に
変
更
の
な
い
人

は
、
今
ま
で
の
受
給
者
証
が
引
続

き
使
用
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
前
年
の
所
得
に

よ
っ
て
医
療
受
給
者
証
の
負
担
割

合
を
判
定
し
て
い
ま
す
。市
民
税

の
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上
の
人

は
２
割
負
担
（
10
月
か
ら
は
３

割
負
担
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、２
割
負
担
と
判
定
を
さ
れ
た

人
で
も
、世
帯
の
高
齢
者
の
収
入

額
が
520
万
円
（
受
給
者
１
人
の

場
合
は
383
万
円
）
未
満
の
場
合

は
、申
請
す
る
と
１
割
負
担
の
医

療
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
医
療
受
給
者
証
を
交
付

　　
昭
和
７
年
10
月
１
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、70

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
人（
老
人
保

健
受
給
者
は
除
く
）
に

は
、
今
月
末
に
新
し
い

(注1)70歳以上で同一世帯の世帯主および国保被保険者(老人
　　  医療受給者は世帯全員)が住民税非課税の人
(注2)70歳以上で同一世帯の世帯主および国保被保険者(老人
        医療受給者は世帯全員)が住民税非課税で、その世帯の
        各所得が必要経費･控除(年金所得は控除額80万円)を差
        引いた額が0円となる人

▼入院時の食事代

　　
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
お
よ
び
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
よ

り
、新
た
に
一
定
以
上
所
得
者
に
な
っ
た
人
は
、今
年
８
月
か
ら

２
年
間
、課
税
所
得
145
万
円
以
上
213
万
円
未
満
の
場
合
、医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
は「
一
定
以
上
所
得

者
」で
は
な
く「
一
般
」が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
世
帯
の
高
齢
者
の
収
入
が
520
万
円
以
上
621
万
円
未
満（
高
齢

者
１
人
の
場
合
は
383
万
円
以
上
484
万
円
未
満
）と
申
請
し
た
場

合
も
同
様
で
す
。

　　
合
計
所
得
金
額
が
125
万
円
以
下
の

65
歳
以
上
の
人
に
対
す
る
住
民
税
非

課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、低
所
得

世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
一
部
が
課
税

者
に
な
っ
た
が
、非
課
税
の
ま
ま
の

人
が
い
る
場
合
は
、申
請
に
よ
り
、

そ
の
非
課
税
の
人
の
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
の
一
部
負
担
金
お
よ

び
食
事
代
は
、８
月
か
ら
２
年
間

「
低
所
得
Ⅱ
」が
適
用
さ
れ
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」を
送
付
し
ま
す
。８
月
以
降

に
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、郵
送
さ
れ
た
新
し
い
受
給
者
証

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、負
担
割
合
の
変
更
の
有
無
に
関

係
な
く
、全
て
の
高
齢
受
給
者
に
交
付
し
ま
す
。な
お
、所
得

の
基
準
な
ど
は
老
人
保
健
と
同
じ
で
す
。

　老人医療の対象者または国民健康保険の被保険者
で、市民税非課税世帯の人には、申請により「限度額
適用・標準負担額減額認定証」、70歳未満（老人保健
受給者は除く）の場合は「標準負担額減額認定証」を
交付していますが、８月で切り替えになります。世帯
の人すべてが今年度の市民税非課税の人は、認定申
請書を改めて提出してください。
　この認定証は、入院している場合などに、医療機関
に提示することで、食事代などの軽減措置が受けら
れます。また、老人医療受給者と高齢受給者は、一部
負担金の軽減措置も受けられます。
　申請がない場合は、低所得者の認定ができないの
で、該当する人は早めに申請してください。
　手続きは、国民健康保険証、印鑑、また老人医療の
対象者は老人保健法医療受給者証、健康保険証、印鑑
を持参し、市民課保険年金係で行います。代理の人で
も手続きできます。

減額認定は申請して！

住
民
税
非
課
税
措
置
の

廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
・

老
年
者
控
除
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

　　
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、今
年
４
月
か
ら
一
部
改
正
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、予
防
接
種

法
施
行
令
の
一
部
改
正
が
再
度
行

わ
れ
、６
月
２
日
か
ら
一
部
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
は
、第
１
期
が
生
後
12
ヶ
月

か
ら
24
ヶ
月
未
満
、第
２
期
が
５
歳

以
上
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前

の
１
年
間
に
あ
る
人
全
員
で
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、平
成
12

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
、麻
し
ん
風
し
ん

の
予
防
接
種
が
済
ん
で
い
る
人

へ
、麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
第
２
期
と
し
て
、追
加
接
種
の

問
診
表
を
送
付
し
ま
す
。７
月
中

に
、該
当
者
へ
個
別
に
通
知
し
ま

す
が
、そ
れ
以
前
に
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
、健
康
課
へ
連
絡
を

これまでの接種履歴
これまで何も接種したことがない
風しん単抗原ワクチンのみ受けた
麻しん単抗原ワクチンのみ受けた
麻しんおよび風しんの単抗原ワク
チンを両方受けた
風しんにかかった
麻しんにかかった

受けられるワクチン

麻しん風しん混合ワクチン

麻しん単抗原ワクチン

風しん単抗原ワクチン

これまでの接種履歴
これまで何も接種したことがない
風しん単抗原ワクチンのみ受けた
風しんにかかった
麻しん単抗原ワクチンのみ受けた
麻しんにかかった

受けられるワクチン
麻しん風しん混合ワクチン

麻しん単抗原ワクチン

風しん単抗原ワクチン

●麻しん風しん予防接種の受け方（今年６月２日から）

【第１期（生後12ヶ月～24ヶ月未満）】

【第２期（５歳以上７歳未満で小学校就学前１年間にある人）】

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
15
日
か
ら
予
防
接

種
実
施
委
託
医
療
機
関
に「
亀
田

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山

（
�
20
―
５
５
１
１
）」が
追
加
に

な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
課（
�
23
―
３

１
１
３
）

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
方
法
が
一
部
変
更

　　
乳
が
ん
は
、日
本
女
性
の
30
人

に
１
人
以
上
が
か
か
る
罹
患
率
の

高
い
病
気
で
す
。

　
早
期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
、

約
９
割
が
治
り
ま
す
。早
期
発
見

の
た
め
に
は
、自
己
検
診
に
加
え

て
画
像
診
断
に
よ
る
検
診
が
大
切

で
す
。

【
超
音
波（
エ
コ
ー
）検
査
】

　
対
象
／
昭
和
51
、49
、47
、45
、43

年
生（
30
歳
代
の
奇
数
年
生
）の
女

性
、昭
和
40
、38
、36
、34
、32
年
生

（
40
歳
代
の
偶
数
年
生
）の
女
性

【
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
】

　
対
象
／
40
歳
以
上
の
女
性
で
奇

数
年
生
ま
れ
の
人（
昭
和
41
、39
、

37
・・・
年
生
）

　
検
診
期
間
・
会
場
／
◎
９
月
21

日
〜
10
月
21
日（
月
・
木
・
金
・
土
曜

日
の
午
後
）亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

◎
８
月
29
日
〜
10
月
13
日（
火
〜

金
曜
日
の
午
後
）安
房
医
師
会
病

院　
料
金
／
超
音
波
検
査
１
千
円
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
800
円
。生

活
保
護
世
帯
の
人（
証
明
書
が
必

要
）は
無
料
で
す
。

※
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
受
診
す
る

場
合
は
、検
診
前
に
健
康
課
に
て

料
金
を
支
払
い
ま
す
。

　
注
意
事
項
／
超
音
波
検
査
は
、

妊
娠
後
期
お
よ
び
授
乳
中
の
人
は
、

乳
腺
の
張
り
具
合
で
見
づ
ら
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、妊
娠

の
可
能
性
、心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
、豊
胸
術
、脳
室
―
腹
腔
シ
ャ

ン
ト
を
し
て
い
る
人
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
締
切
／
７
月
31
日（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）　

乳

が

ん

検

診

　
20
歳
の
門
出
を
祝
い
、成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
平
成
19
年
１
月
７
日

（
日
）「
成
人
の
日
」の
前
日
の
日

曜
日

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
対
象
者
／
昭
和
61
年
４
月
２

日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

 

成
人
式
は
１
月
７
日（
日
）

　
参
加
方
法
／
11
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
は
、

11
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
り
ま
す

の
で
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、だ
ん

暖
た
て
や
ま
10
月
15
日
号
で
手
続

き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館（
�
23

―
３
１
１
１
）

・一般（下記以外の人）

区　   分　 1食当たり食事代

・住民税
　非課税世帯
・低所得Ⅱ(注1)

90日までの入院

・低所得Ⅰ(注2)

260円

210円

160円

100円

90日を越える入院
(過去12ヵ月の入院日数)

問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　（
�
22
―
３
４
２
８
）

11 だん暖たてやま 10平成18年７月15日

お 知 ら せ

負
担
割
合
が

変
更
し
た
人
に

高
齢
受
給
者
証
を

全
員
に
交
付



　
社
会
福
祉
課
で
は
、「
戦
没
者

等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
」の
請
求
を
受
付
中
で
す
。

　
請
求
期
限
は
平
成
20
年
度
末
ま

で
で
す
。前
回
請
求
し
た
遺
族
の

う
ち
、約
４
割
は
未
請
求
で
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、早
め
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
�
22

―
３
４
９
２
）

　　
使
用
済
み
ハ
ウ
ス
被
覆
材（
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
、ポ
リ
エ
チ
レ

ン
な
ど
）を
回
収
し
ま
す
。

　
回
収
を
希
望
す
る
人
は
、所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、回

収
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
Ｊ
Ａ
安

房
の
各
支
店
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
処
理
費
用
は
、軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

で
500
円
か
ら
千
円
程
度
で
、回
収
日

に
徴
収
し
ま
す
。積
み
込
み
は
、待

機
し
て
い
る
車
両
に
各
自
で
行
い

ま
す
。

　
次
回
は
、来
年
１
月
18
日（
木
）

に
回
収
予
定
で
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
注
意
／
①
農
ビ（
０
・
０
５
ミ

リ
、０
・
０
７
５
ミ
リ
、０
・
１
ミ
リ

以
上
に
分
別
）と
農
ポ
リ
は
区
別

し
、劣
化
の
著
し
い
も
の
は
土
を
落

と
し
て
梱
包
す
る
。②
石
、金
属
、竹

片
、木
材
な
ど
は
混
入
し
な
い
。

③
結
束
は
、ハ
ウ
ス
か
ら
取
り
外
し

た
被
覆
資
材
と
同
じ
種
類
の
も
の

廃
プ
ラ
・
ハ
ウ
ス
被
覆
材
を
回
収

▼廃プラスチック回収の日程

農
業
用

　
8月2日（水）

8月22日（火）

13:30～14:00

13:30～14:00

13:30～14:00

14:30～15:00

　　場　　所

JA安房神戸支店

JA安房豊房支店

旧JA安房西岬支店

JA安房館野支店

日　 　  程

を
使
用
し
、マ
イ
カ
ー
線
、針
金
な

ど
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。④
フ
ッ

素
系
、硬
質
フ
ィ
ル
ム
、育
苗
箱
、糸

入
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、塩
ビ
管
な
ど
は

対
象
外
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
�
22
―
３
３
９
７
）

　　
安
房
郡
市
消
防
本
部
管
轄
区
域

内
で
は
、消
防
自
動
車
が
火
災
・
救

助
な
ど
に
年
間
250
件
緊
急
出
動
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
走
る
緊
急
自
動
車
の
種
類
も
多

く
、こ
れ
ら
の
車
両
と
の
区
別
や
、

火
災
出
動
と
の
判
別
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、消
防
本
部
で
は
緊
急

出
動
時
の
サ
イ
レ
ン
・
警
鐘
を
、８

月
１
日
か
ら
次
に
記
載
す
る
と
お

り
統
一
し
て
運
用
し
ま
す
。

緊
急
出
動
時
の
サ
イ
レ
ン
・
警
鐘
を
統
一

女
性
や
シ
ニ
ア
世
代
の
再
就
職
を
支
援

　
火
災
出
動
す
る
消
防
車
な
ど
／

サ
イ
レ
ン
と
警
鐘
を
併
用
し
吹
鳴

す
る
。（
ウ
ー
・
カ
ン
カ
ン
カ
ン
の

約
５
秒
間
の
繰
り
返
し
）

※
消
防
車
な
ど
が
火
災
鎮
火
後
に

現
場
を
引
き
上
げ
る
時
は
、鎮
火
を

知
ら
せ
る
警
鐘（
カ
ン
カ
ン
カ
ン
の

約
２
秒
間
の
繰
り
返
し
）を
鳴
ら
し

て
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
火
災
出
動
時
以
外
に
緊
急
出
動

す
る
場
合
／
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す

る
。（
ウ
ー
の
約
６
秒
間
の
繰
り
返

し
）

※
消
防
本
部
で
は
、速
や
か
な
救

急
活
動
を
行
う
た
め
、救
急
車
を

要
請
し
た
場
合
に
消
防
車
を
応
援

出
動
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本
部

警
務
課（
�
22
―
２
２
３
３
）

　
県
で
は
、子
育
て
中
の
女
性
や

シ
ニ
ア
世
代
の
再
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、「
ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
」を

開
設
し
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、予
約
制
で
す
。

　
開
設
場
所
／
千
葉
市
美
浜
区
幕

張
西
４
―
１
―
10
　
千
葉
県
テ
ク

ノ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内

　
開
設
日
／
７
月
25
日（
火
）

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
／
個
別
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
各
種
講
座
・
セ

ミ
ナ
ー
・
職
業
訓
練
な
ど
の
実
施
。

そ
の
他
、就
職
に
関
す
る
不
安
を
解

消
す
る
様
々
な
情
報
提
供
。

　
問
合
せ
・
予
約
／
ち
ば
仕
事
プ

ラ
ザ（
�
043
―
273
―
４
５
１
０
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求

問合せ／館山市図書館（�22－0701）

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

中里ワークホーム

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

安房医師会病院保育所

九重小学校

（九重保育園）

移動図書館「わかしお号」
８月の巡回場所

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

10:10～10:25

10:35～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:25～13:45

14:00～14:30

10:20～11:00

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:20

駐　車　場時　間　 ８月

17

18

22

23

図書館は、７月21日から８月31
日まで、月曜日を除き、６時まで
開館しています。

　
今
年
３
月
７
日
・
14
日
に
鏡
ヶ

浦
に
姿
を
現
し
た「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

と「
飛
鳥
Ⅱ
」を
被
写
体
と
し
た
観

光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル（
主
催
／
客

船
等
歓
迎
委
員
会
）の
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。入
賞
作
品
は
、７

月
27
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
、市

役
所
本
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま

す
。

いい本あるある!

　
現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、平
成
23
年
７
月
24
日
ま

で
に
終
了
し
ま
す
。

完
全
移
行
ま
で 

あ
と
５
年

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

　
館
山
警
察
署
で
は
、国
の
薬
物

乱
用
防
止
広
報
強
化
月
間
に
合

わ
せ
、薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
薬
物
乱
用
と
は

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て

　
医
薬
品
や
危
険
な
薬
物
を
本
来

の
目
的
以
外
に
不
正
に
使
用
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。も
と
も
と
医
療

目
的
の
薬
物
は
、治
療
や
検
査
の
た

め
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、遊
び
や
快

感
を
求
め
る
た
め
に
使
用
し
た
場

合
は
、た
と
え
１
回
だ
け
で
も
乱
用

に
な
り
犯
罪
に
な
り
ま
す
。

○
乱
用
薬
物

　
脳
を
刺
激
し
て
興
奮
さ
せ
る
覚

せ
い
剤
や
幻
覚
症
状
を
引
き
起
こ

す
大
麻
、脳
を
麻
痺
さ
せ
て
気
分

を
静
め
た
り
す
る
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

○
薬
物
乱
用
の
弊
害

　
薬
物
を
乱
用
す
る
と
急
性
中
毒

や
薬
物
依
存
、後
遺
症
な
ど
人
体

に
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、犯
罪
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

○
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
に

　
危
険
性
は
身
近
に
あ
り
自
分
に

関
係
な
い
と
思
わ
な
い
こ
と
、誘

わ
れ
て
も
断
る
勇
気
を
持
つ
こ

と
、一
人
で
悩
ま
ず
何
で
も
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署（
�
23

―
０
１
１
０
）最
寄
の
交
番
・
駐
在

所

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

「
飛
鳥
Ⅱ
」

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
決
ま
る

　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、裏
表

紙
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。(

敬
称

略)【
に
っ
ぽ
ん
丸
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
】

　
最
優
秀
賞
／
浅
沼
昭
司

　
優
秀
賞
／
小
澤
春
海
、山
崎
登

喜
男

　
入
選
／
正
木
い
を
り
、滝
口
照

子
、井
上
正
治
、安
藤
十
三
男
、高
橋

了
介
、飯
塚
治
郎
、目
黒
輝
彦

【
飛
鳥
Ⅱ
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
最
優
秀
賞
／
神
崎
敏
勝

　
優
秀
賞
／
浅
沼
昭
司
、安
藤
十

三
男

　
入
選
／
正
木
い
を
り
、伊
藤
武

男
、鈴
木
喜
和
夫
、瀧
口
和
男
、山
本

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

視
聴
方
法
な
ど
受
信
に
関
す
る
問
合

せ
は
、左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
信
相
談
】総
務
省
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談

セ
ン
タ
ー（
�
０
５
７
０
―
07
―

０
１
０
１
）

【
視
聴
エ
リ
ア
】（
社
）
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
-
p
a
.
o
r
g

▲飛鳥Ⅱ

公
之
、植
木
喜
晃
、飯
山
武
夫

　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）
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お 知 ら せ

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止するこ　
とがありますので、ご注意ください。



　
受
付
期
間
／
７
月
31
日（
月
）〜

８
月
11
日（
金
）【案
内
書
は
、三
芳
水

道
企
業
団
で
交
付
し
ま
す
】

　
試
験
日
／
▽
１
次
試
験
＝
９
月

17
日（
日
）▽
２
次
試
験
＝
11
月
上

旬
予
定

　
問
合
せ
／
三
芳
水
道
企
業
団

（
�
22
―
３
７
２
９
）

　
受
付
期
間
／
７
月
31
日（
月
）〜

８
月
11
日（
金
）【案
内
書
は
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
】

　
試
験
日
／
▽
１
次
試
験
＝
９
月

17
日（
日
）▽
２
次
試
験
＝
11
月
上

旬
予
定

　
給
与
／
市
の
規
定
に
よ
り
給

料
、扶
養
手
当
、住
居
手
当
な
ど
の

支
給
制
度
や
昇
給
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
勤
務
時
間
／
週
40
時
間
で
土
・

日
曜
日
は
休
み
。（一
部
の
施
設
な

ど
を
除
く
）

　
休
暇
／
年
次
有
給
休
暇
や
特
別

休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
研
修
制
度
／
一
般
事
務
研
修
を

は
じ
め
、自
己
啓
発
や
専
門
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
各
種
研
修
が

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
総
務
課
人
事
研
修
係

（
�
22
―
３
９
５
３
）

　
館
山
市
、三
芳
水
道
企
業
団
、安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
で
は
、来
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
試
験
な
ど
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

来
年
度
の
職
員
採
用
　

　
受
付
期
間
／
７
月
31
日（
月
）〜

８
月
11
日（
金
）【案
内
書
は
安
房
郡

市
消
防
本
部
ま
た
は
各
分
所
で
交

付
し
ま
す
】

　
試
験
日
／
▽
１
次
試
験
＝
９
月

17
日（
日
）▽
２
次
試
験
＝
11
月
上

旬
予
定【
面
接（
口
述
）・
体
力
検
査
】

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本
部

総
務
課（
�
22
―
２
９
０
２
）、安
房

郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

（
�
22
―
５
６
３
３
）

▼各職種の採用内容

館 

山 

市
・
三
芳
水
道
・
安
房
広
域
　

館
　
山
　
市

安
房
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合

三
芳
水
道
企
業
団

昭和53年４月２日から平成元年４月１日までに生ま
れた人で、学歴は問わない。

館
　
　
山
　
　
市

安
房
広
域

択一式一般教養
作文
（高校卒業程度）

　 職  種 受　験　資　格 １次試験の内容採用予定

一般行政職
  （初級）

　５人

保健師職

昭和53年４月２日から平成元年４月１日までに生まれ
た、次のすべての要件を満たす人で、学歴を問わない。
(1)身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級
から6級までであること。(指定する医師の診断によりそ
れと同等の障害が証明された場合を含む)
(2)活字印刷文の出題への対応が可能であること。
(3)自力により通勤ができ、介護者なしに職務の遂行が可
能であること。

昭和46年４月２日から昭和62年４月１日までに生まれ
た人で、保育士及び幼稚園教諭の資格を有する人及び平
成19年３月31日までに資格取得見込の人。

昭和53年４月２日から平成元年４月１日までに生ま
れた人で、学歴は問わない。
身体資格／①矯正視力1.0以上、②聴力、言語及び運動
機能、消防職務遂行上支障がないこと。

択一式一般教養
作文
（高校卒業程度）

１人

　２人

択一式一般教養
択一式専門
（短大卒業程度）

 保育士職

１人

昭和46年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれ
た人で、保健師の資格を有する人及び平成19年３月31
日までに資格取得見込の人。

択一式一般教養
択一式専門
（短大卒業程度）

三
芳
水
道

土木技術職
  （初級）

　２人
昭和53年４月２日から平成元年４月１日までに生ま
れた人で、学歴は問わない。

消防職

択一式一般教養
択一式専門
（高校卒業程度）

　３人

自
衛
官
募
集

　　
現
在
、約
24
万
人
を
超
え
る
自
衛

隊
員
が
、国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。自
衛
隊
の
主

な
任
務
は
、国
の
防
衛
・
災
害
派
遣
・

国
際
貢
献
な
ど
で
す
。

　
館
山
募
集
事
務
所
で
は
、自
衛

官（
特
別
職
国
家
公
務
員
）を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
学
生
】約
２
年
間
の

教
育
を
経
て
、３
等
陸
・
海
・
空
曹

に
昇
任
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
24
歳
未

満
の
人

　
受
付
期
間
／
８
月
１
日(

火)

〜

多
彩
な
職
域

９
月
８
日(

金)

　
一
次
試
験
日
／
９
月
16
日(

土)

　
募
集
人
員
／
陸
上
自
衛
隊
400
人

（
う
ち
女
子
35
人
程
度
）、海
上
自

衛
隊
170
人（
う
ち
女
子
10
人
程

度
）、航
空
自
衛
隊
200
人（
う
ち
女

子
20
人
程
度
）。

【
曹
候
補
士
】入
隊
か
ら
３
年
経
過

以
降
、選
考
に
よ
り
３
等
陸
・
海
・

空
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人

　
受
付
期
間
／
８
月
１
日(

火)

〜

９
月
８
日(

金)　
一
次
試
験
／
９
月

16
日(

土)

　
募
集
人
員
／
陸
上

自
衛
隊
３
千
500
人（
う

ち
女
子
120
人
程
度
）、

海
上
自
衛
隊
895
人（
う

ち
女
子
65
人
程
度
）、

航
空
自
衛
隊
800
人（
う

ち
女
子
90
人
程
度
）。

【
航
空
学
生
】海
上
自

衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り

ま
す
。入
隊
後
６
年
で

幹
部
自
衛
官
に
昇
任

し
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
高
卒（
見
込
み
含

む
）21
歳
未
満

　
受
付
期
間
／
８
月
１
日(

火)

〜

９
月
８
日(

金)

　
一
次
試
験
日
／
９
月
23
日(

土)

※
２
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）は
、

年
間
を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
問
合
せ
／
自
衛
隊
千
葉
地
方
連

絡
部
　
館
山
募
集
事
務
所（
�
22

―
０
３
８
５
）

健康づくり
　　　絵画
　テーマ／食事、運動、喫煙

　　「
血
糖
値
に
こ
に
こ
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、糖
尿
病
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、食
事
や
運

動
な
ど
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
る
と
完
治

が
難
し
い
た
め
、早
期
の
予
防
対

策
が
重
要
で
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
総
合
検
診
や
健
康
診
断

で
血
糖
値
が
少
し
高
め
だ
っ
た

糖
尿
病
を
正
し
く
理
解

など健康づくりに関すること。
　対象／小学生以下
　応募規定／個人作品で未発表のものとし、4ツ
切画用紙を縦長に使用。必ず作品の裏に学校名、
学年、氏名（ふりがな）を記入すること。
　賞／最優秀賞1点、優秀賞2点、入選15点、応募
者全員に参加賞。
　締切／9月6日（水）必着
　その他／作品の版権は県国保連合会に帰属し、
作品は再校正します。応募作品は返却します。
　問合せ・応募先／〒263－0016　千葉市稲毛
区天台6－4－3　千葉県国民健康保険団体連合
会事業課保健事業係（�043－254－7355）

人
。糖
尿
病
予
防
の
た
め

の
食
事
療
法
や
運
動
療

法
が
必
要
な
人
。現
在
治

療
中
で
、食
事
や
運
動
に

つ
い
て
長
続
き
し
な
い

人
。

　
締
切
／
７
月
25

日

（
火
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健

康
課（
�
23
―
３
１
１

３
）

血
糖
値
に
こ
に
こ
教
室

▼教室の日程・内容
日　時 内　　　容

講演「糖尿病について」(講師：鈴木由美子医師)
～上手な自己管理方法を学びましょう～
グループワーク

講義「糖尿病をコントロールするための食生活」

講義「糖尿病をコントロールするための食生活」
講義「糖尿病の運動療法、血糖値を下げる運
動について」
運動実習「実際に体を動かしてみよう」
講義「まとめ」
グループワーク

11月20日(月)
  9:00～12:00

8月8日(火)
12:45～15:30

8月21日(月)
  9:00～12:00

9月11日(月)
  9:30～12:00
13:00～15:30
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募 集



　　
親
子
い
っ
し
ょ
に
自
然
の
中

で
、野
外
体
験
な
ど
を
重
ね
な
が

ら
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

　
今
回
は
、農
業
体
験
コ
ー
ス
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。そ
ば
の

種
を
ま
い
て
か
ら
刈
取
り
、そ
ば

打
ち
ま
で
を
体
験
し
ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り
。

（
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
あ
り
）

　
塾
長
／
渡
辺
一
義
氏

　保健推進員といっしょに離乳食を作ったり、管理
栄養士や保健師による個別相談を行います。別室で
赤ちゃんを預かります。
　日時／８月４日（金）13:15～15:30
　場所／コミュニティセンター
　持ち物／母子手帳、エプロン、三角巾
※赤ちゃんと参加する場合はバスタオルとその他
　必要なもの。
　問合せ・申込み／健康課（�23－3113）

うまうま学級 　　
千
葉
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
連
盟
で
は
、千
葉
県
と

の
共
催
で
行
う「
第
８
回
千
葉
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
の
部
」の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、障
害
者
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
の
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、障
害
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　
期
日
／
10
月
５
日（
木
）

　
場
所
／
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
の
参
加
者

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場（
千
葉
市

稲
毛
区
天
台
町
285
　
�
043
―
251

―
１
２
８
１
）

　
競
技
内
容
／【
個
人
競
技
】知
的

障
害
者
の
部
と
身
体
障
害
者
の
部

に
分
か
れ
、ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
共
男
女
別
で
年
齢
区
分

を
設
け
る
。

【
団
体
競
技
】男
女
別
３
人
１
組
と

し
、デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、ア
キ
ュ
ラ

シ
ー
両
種
目
で
行
う
。

　
申
込
方
法
／
参
加
申
込
書
に
記

入
し
、申
込
先
へ
８
月
20
日（
日
）

必
着
で
申
込
む
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
289
―
３

１
８
６
　
匝
瑳
市
川
辺
７
９
７
０

―
２
　
社
会
福
祉
法
人
　
し
お
さ

い
ホ
ー
ム（
�
０
４
７
９
―
67
―

１
１
５
１
）

そ
ば
を
育
て
て
食
べ
よ
う
！

た
て
や
ま
パ
パ
マ
マ
子
育
て
塾（
農
業
体
験
コ
ー
ス
）

　
対
象
・
定
員
／
小
学
生
と
そ
の

親
、家
族
15
組
程
度（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
傷
害
保
険
料
、材
料

費
な
ど
実
費
負
担

　
締
切
／
８
月
10
日（
木
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）

ママと赤ちゃんいっしょに

夏
休
み
集
中
日
本
語
講
座

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象

　　（
財
）ち
ば
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、外
国
籍
の

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
や
学
校

生
活
に
必
要
な
日
本
語
の
習
得

と
、よ
り
早
い
適
応
を
支
援
す
る

た
め
の
日
本
語
講
座
を
開
講
し
ま

す
。

　
日
程
／
８
月
21
日（
月
）〜
24
日

（
木
）

　
場
所
／（
財
）海
外
職
業
訓
練
協

会
、柏
市
中
央
公
民
館

　
定
員
／（
財
）海
外
職
業
訓
練
協

会
50
人
、柏
市
中
央
公
民
館
20
人

　
参
加
費
／
１
千
円

　
指
導
者
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
ゆ
め
」お
よ
び
県
内
の
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、申
込
先

へ
提
出

　
問
合
せ
・
申
込
先
／（
財
）ち
ば

国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
　
千
葉
県
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー（
�
043
―
297
―
０
２
４
５
）

※8月19日（土）15:00から北条海岸で「海辺で遊ぼう！スポーツの広場」を開催します。ビーチソフトバレーボール、　
ビーチサッカー、ビーチフラッグス、スイカ割り大会などを予定。どなたでも参加できますのでぜひお越しください。
※このスポーツ教室は、会員になればいつでも好きな時に何種目でも参加できます。また、主催者の都合や天候に
より内容などが変更になることがあります
※活動場所、時間が変更になっている種目があります。ご注意下さい。
※ヨットは予約制で、今年度は定員に達しました。
※若潮ファミリースポーツ教室は、教育委員会生涯学習課主催「子ども市民大学」の対象教室になっています。

シ
リ
ー
ズ
　
環
境
Ｑ
＆
Ａ
⑥

問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
�
22
―
３
３
５
２
）

19:00～20:15
19:00～20:45
19:00～20:45
19:00～20:45
19:30～21:15
19:00～20:00
13:00～15:00
10:00～11:30
19:00～20:45
15:30～16:30
19:00～20:30
16:30～18:00
※雨天時17:00～
10:00～12:00
  9:00～11:30
13:00～16:00
13:00～16:00
19:00～21:00
19:00～21:00
14:00～15:30
10:00～11:00

若潮ファミリースポーツ教室 18年８月の活動予定　問合せ／スポーツ課（�22－3696）

エアロビクスダンス
バレーボール
ソフトバレーボール
卓球
バドミントン
ジョギング・ウォーキング
グラウンドゴルフ

バウンドテニス
水泳
ヒップホップダンス
キッズサッカー
女子フットサル
軟式野球
ヨット（予約制:申込終了）

ソシアルダンス

健康体操

歌声広場

1、22日（火）
12日（土）
26日（土）
9、23日（水）
2、16日（水）
4、18日（金）
７、21、28日（月）
5日（土）
2１日（月）
4、11、18、25日（金）
11、18日（金）

6、27日（日）

　 若潮ホール
　市民体育館
　市民体育館
　市民体育館
　市民体育館
　南総文化ホール前

　第三中学校体育館
　温水プール

   若潮ホール
　市民運動場
　※市民体育館
　館山小学校校庭
　水産高校ヨットハーバー　
　豊津ホール

　若潮ホール

　若潮ホール

　若潮ホール

　　　　種　　目　　　　  対　 象　　　活　動　日          時　　間　　　　会　　 場
誰でも
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
誰でも
誰でも

小学生以上
成人
誰でも
就学前の親子
中学生以上の女性
小学生以上
小学生高学年以上

誰でも

誰でも

誰でも

 中央公園

6、20日（日）
19、26日（土）
1、8、22、29日（火）

2、9、16、23、30日（水）

４日（金）
７、21、28日（月）
1、22日（火）

最
近
、廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が

多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
、ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
せ
る
ゴ
ミ
も
人
目
を

阻
ん
で
、夜
間
に
人
や
車
の
通
行

が
少
な
い
林
道
等
に
面
し
た
土
地

や
人
家
か
ら
離
れ
た
土
地
に
捨
て

る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
れ
っ
き
と
し
た

犯
罪
で
す
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」で
、５
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
、ま
た
は

こ
れ
を
併
科
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
昨
年
か
ら
千
葉
県
・
館

山
警
察
署
と
連
携
を
し
、不
法
投

棄
撲
滅
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
取

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
　
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
は
環
境
月
間
で
あ
り
、海

岸
線
や
林
道
な
ど
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

館
山
市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、監
視
活

動
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、「
し

な
い
、さ
せ
な
い
、ゆ
る
さ
な
い
」

と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
に
市

内
か
ら
不
法
投
棄
を
一
掃
す
る

活
動
を
続
け
ま
す
。不
法
投
棄
現

場
な
ど
発
見
し
た
ら
、不
法
投
棄

１
１
０
番
、環
境
保
全
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＜問合せ、連絡先＞
■平日の昼間の連絡先
市環境保全課　22-3352（直通）
■平日夜間・休日・祝祭日
市環境保全課宛にＦＡＸか電子メールで
ＦＡＸ　   23-3115
E-mail　kankyouka@city.tateyama.chiba.jp

日　　時
8月19日(土)
9:00～12:00
9月9日(土)
9:00～12:00
10月15日(日)
9:00～12:00
11月18日(土)
9:00～13:00

内　　　容

①秋そばの種まき

②草取り

③刈取り、脱穀

④そばを打って昼食

17 だん暖たてやま 16平成18年７月15日

募 集



19 だん暖たてやま 18平成18年７月15日

募 集

子ども市民大学 ８月のプログラム 問合せ／生涯学習課（�22―3698） 

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問合せ先  コース  

毎日曜日 
祝日 

10:00～ 甲冑を着よう 
（ 観覧料 として 小中 学生80円 、 一般150円） 

入館者 
館山市立博物館 
23－ 5212

将棋教室 

小 学生以上 (小 3
以 下保護 者同伴 )9:30～ 

 12日 
（土） 

16日 
（水） 

館山野鳥の森 
28－ 0166

26日 
（土） 

企画展「安房の郷土芸能 」 

館山市図書館 
22－ 0701

13:30～ 
小学生 

(親 子参加可 )
30人 

将棋教室 

小学生以上 館山市中央公民館 
23－ 311113:30～ 

9:30～ 

一般 
200人 

安房博物館 
22－ 8608

 9:00
～16:30

9/3ま で 

かがくであそぼう！【要予約 】 

しろやまコース 
信 

鳥となかよしコース 
義 

義 

義 

義 

義 

義 

ぶんがくコース 
孝 

孝 

わんぱくコース 
悌 

悌 

かがみがうらコース 

5日 (土 )
6日 (日 )

9:30～ 

櫓こぎ体験②③ 安房博物館 
22－ 8608

かがみがうらコース 
智 

智 

ミニテーブル作り (参加費1,890円) 20組 

11日 
（金） 

ゲッチョ 先生の 生物の正 体探し!!
～海の宝物　骨･貝･種 【要予約 】 

12日(土 )
13日(日 )

プラネタナイトシアタ ー 
【7/22から申込 み受付 】 

大房岬少年自然の家 
33－ 4561

たいぶさコース 
仁 

丸太 椅子 作り(参加 費1,890円 )
【7/12電話予約開始 】 

19:30～ 

20組 
( 小  3 以下大人 同伴)

館山野鳥の森 
28－ 0166

鳥となかよしコース 

小学生30人 13:30～ 
館山市図書館 
22－ 0701

ぶんがくコース 

19日 
（土） 

9:30～ 
なつかしい手 作りおもちゃ (参加費 
1,680円 )【 7/19電 話予約開 始】 

30人 
( 小  3 以下大人 同伴)

館山野鳥の森 
28－ 0166

鳥となかよしコース 

20日 
（日） 9:00～ 

木 彫りの 小鳥を作 ろう！ (参加費 
1,050円 )【 7/20電 話予約開 始】 

30人 
( 小  3 以下大人 同伴)

鳥となかよしコース 館山野鳥の森 
28－ 0166

13:30～ 小学生以上 
館山市中央公民館 
23－ 3111

バードビュッ フェ(野鳥餌台)作り 
(参加費1,470円)【7/26電話予約 開始】 9:30～ 

20人 
( 小  3 以下大人 同伴)

館山野鳥の森 
28－ 0166

鳥となかよしコース 

わんぱくコース 

27日 
（日） 

9:30～ バードハウス(巣箱)作り (参  加費 
1,570円 )【 7/27電 話予約開 始】 

20人 
( 小  3 以下大人 同伴)

館山野鳥の森 
28－ 0166

一般 

鳥となかよしコース 

　 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー 

実
践
教
室 

日　程 

  8月19日（土） 

9月16日（土） 

10月14日（土） 

12月16日（土） 

2月17日（土） 

  

  

内　容 

上演の基本 
　①パネル内のこと 

上演の基本 
　②声・態度・位置 

上演の実際 
　①実技・助演 

上演の実際 
　②実技・助演 

まとめ・発表会・反省 

▼パネルシアター践教室の日程と内容 　
入
門
教
室
で
完
成
し
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
実
演
方

法
を
学
ぶ
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
実
践
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
　
習
得
し
た
作
品
と
技
術
は
、
学
校
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
発
表
な
ど
で
活
用
で
き
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。 

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り
（
全
５
回
） 

　
時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分 

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
対
象
／
小
学
３
年
生
以
上
（
大
人
可
） 

　
定
員
／
20
人 

　
講
師
／
松
苗
禮
子
先
生 

　
申
込
方
法
／
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申
込
む
。 

　
締
切
／
８
月
11
日
（
金
） 

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
�
23
―
３
１
１
１
） 

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　 安房医師 会病院で は、 年間 365日24時 間体 制で、 救急 患者 を受 け入れ ていま す。 
病 院内には、初期診療施設として、 安房郡 市夜 間急 病診 療部 （午 後７時～午後 10時 ・年中 
無休）が設置されています。 

17日 （木 

18日 （金 ） 

） 

19日 （土 ） 
20日 （日 ） 

） 21日 （月 
22日 （火 ） 
23日 （水 ） 
24日 （木 ） 

25日 （金 ） 

26日 （土 ） 
27日 （日 ） 
28日 （月 ） 
29日 （火 ） 
30日( 水） 
31日 （木 ） 

症状よっ ては対応 できない 場合もあ ります 。 
判断でき ない場合 は、 当日 の夜間待 機施設 か 
安房 郡 市消防 本部 （ 22－2233） へ問 い合わ せてく ださ い。 

8月 

安房医師会病 院 
　 25－5111

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

夜間救急・休日救急 

　安房 医師会 病院 以外の 夜間 救急は 、次 のとお りで 、夜間 待機 施設と して 、 
午後５ 時から 翌朝８ 時まで 診療し ます 。 
【休日 】は 休日 当番 医で す。【 休日 ・夜 間】 は、 休日 当番医 で夜 間救 急も 行い ます。 

※都合 によ り、 当番 医が 変更 にな る場 合が あり ます 。 

安 房医師会病院の小児科の診療は 、 毎週日曜日の 9:30～16:00に 
救 急のみ診 察します 。 祭日は 、 不定期 ですので お問合せ ください。 
他 の時間帯 は、 内科医 による初期 診療です。 

 1日 （火 ） 
 2日 （水 ） 
 3日 （木 ） 

 4日 （金 ） 

 5日 （土 ） 
 6日 （日 ） 
 7日 （月 ） 
 8日 （火 ） 
 9日 （水 ） 
10日 （木 ） 

11日 （金 ） 

12日 （土 ） 
13日 （日 ） 
14日 （月 ） 
15日 （火 )
16日 （水 ） 

東条病院（鴨川市） 
小田病院（鴨川市） 
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市） 

鴨川市立国保病院（鴨川市） 

鋸南病 院（鋸南町）      

富山 国保 病院（南房総市） 

赤 門整形外科 内科 （市内）  

勝山 クリ ニッ ク（鋸南町） 

館山 病院（市内）  

【休日･夜間】 

【休日･夜間】 

【休日･夜間】 

ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 

《 介護保 険料の 納め方》 

※平成１ ８・１ ９年度 につい ては、 税制改 正によ り所得 段階が 上がっ た（4･5段 
階）人 につい ては、 保険料 の緩和 措置が 設けら れてい ます。 

平成18年度　介 護保険 料 

①年金 額が年 額１８ 万円以 上の人 （特別 徴収 ） 
　老齢 （退 職） 年金、 遺族 年金 、障 害年金 の支 払い （年6回）の 際に 、介 護保 
　険料 があら かじ め差し 引かれ ます 。 
②年金 額が年 額１８ 万円未 満の人 （普通 徴収 ） 
　市か ら送ら れた納 付書で 納付し ます。 

①生 活 保護の 受給者 
②老齢 福祉年 金受給 者で住 民税世 帯非課 税の 人 
世帯全 員が住 民税非 課税 で、課 税年金 収入 額 
＋合計 所得 金額が ８０ 万円以 下の 人 
世帯全 員が住 民税非 課税で 、課税 年金収 入額 ＋ 
合計所 得金 額が８ ０万 円を超 える 人 

本人が住民税 課税で合計 所得金額2 0 0 万円以上の人 

 本人が 住民 税非 課税 の人 （世 帯内 に住 民税 が 
課税さ れて いる 人が いる ） 

本人が住民税 課税で合計 所得金額2 0 0 万円未満の人 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 
６ 

22,200円 

1,850円 

2,775円 

4,625円 

22,200円 

33,300円 

44,400円 

55,500円 

66,600円 

所得段階 対　　　象　　　者 年　額 月  額 

3,700円 

5,550円 

1,850円 

　
介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
と
公
費
（
国
、

県
、
市
の
負
担
）
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
人

（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
第

２
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
で
は
納
付
方
法
等
が
異
な
り
ま
す
。
　 

　
今
回
は
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係
（
�
22
―
３
４
８
７
）
　

60

ワン 

介
護
保
険
料
① 

〜
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
〜 

�

�04-7092-1207

東条病院（鴨川市） �04-7092-1207

�04-7092-1128

東条病院（鴨川市） 
小田病院（鴨川市） 

�04-7092-1207
�04-7092-1128

小田病院（鴨川市） �04-7092-1128

�04-7092-2231

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市） 
�04-7092-2231

�04-7097-1221

東条病院（鴨川市） 
小田病院（鴨川市） 
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市） 

鴨川市立国保病院（鴨川市） 

�04-7092-1207
�04-7092-1128

�04-7092-2231

�04-7097-1221

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市） 

鴨川市立国保病院（鴨川市） 
�04-7092-2231

�04-7097-1221

鴨川市立国保病院（鴨川市） 
�04-7097-1221

�55-2125
鋸南病 院（鋸南町）      �55-2125

【休日･夜間】 �22-1122
鋸南病 院（鋸南町）   �55-2125

【休日】 �55-2138

鋸南病 院（鋸南町） �55-2125
�22-0008

赤 門整形外科 内科 （市内）  �22-0008

赤 門整形外科 内科 （市内）  �22-0008

�58-0301
富山 国保 病院（南房総市） �58-0301

東条病院（鴨川市） 
小田病院（鴨川市） 
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市） 

�04-7092-1207
�04-7092-1128

�04-7092-2231

富山 国保 病院（南房総市） �58-0301
富山 国保 病院（南房総市） �58-0301

�



８月のイベントインフォメーション

７月１日現在の申込み分を掲載。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／中央公民館 �23－3111

第58回安房書道展

アサガオの展示

8/ 7（月）～8（火）
8/24(木)～25（金）
8/26（土）
8/27（日）～28（月）
8/29（火）

 9:00～17:00
 9:00～17:00
 9:00～16:00
 9:00～16:00
 9:00～15:30

日　程 催　　物　　名開催時間

コミュニティセンター

6月30日現在の申込み分の中より掲載。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／千葉県南総文化ホール �22－1811
ホームページ　http://www.nanso-bunka.jp

南総文化ホール
８月の休館日／7日、14日、21日、28日

Music Forever～南総フェスティバル～
（地元音楽グループによるオープニング）
映画
「五つの銅貨」
Music Forever～南総フェスティバル～
（猪俣猛･ビッグバンドジャズヒットパレード）
第12回全国大学
フラメンコフェスティバルin館山
第33回定期演奏会
ヒップホップダンススクール
エボリューション発表会
天満敦子
ヴァイオリンリサイタル

 3日（木）

 4日（金）

 5日（土）

12日（土）

20日（日）
26日（土）

29日（火）

南総文化ホール
　　　　　 　　�22-1811
南総文化ホール
　　　　　 　　�22-1811
南総文化ホール
　　　　　 　　�22-1811
館山市・館山市教育委員会
　　　　　 　　�22-3698
長狭高校吹奏楽部�04-7092-1225
エボリューション
　　　  �090-3499-4384
南総文化ホール
　　　　　 　　�22-1811

無　料

無　料

有　料

　　　　

期　日 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

無　料

有　料

無　料

無　料

無　料

未　定
無　料

（要予約）

南総文化ホール
　　　　　 　　�22-1811

南総文化ホール
　　　　　 　　�22-1811

高樹きみ江教室   �44-0922
小島 守 �090-3249-8726
南総少年少女合唱団ＷＩＮＧ
 （吉田）　　　　�22-1690
オクターヴ
　　　  �090-5585-4748
㈱松田屋     　　 �22-5661
館山市社会福祉協議会
　　　　　　　 �23-5068

　13:30～17:00

　17:30～19:30
　
　15:00～17:00

　14:00～17:30

　13:30～16:00
　18:00～ 未定
　
　18:30～ 未定
　

館山駅市民ギャラリー
市民のサークル活動などの発表の場として利用できます。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／都市計画課 �22－3610

てんこく

篆刻作品展（館山篆刻愛好会）
親子写生大会入選作品展（生涯学習課）

 7/18～8/16

日　程 催　　物　　名

 8/17～9/ 4

無　料
（要整理券）

無　料

無　料

有　料

大 

ホ 

ー 
ル

アラセイトウ

変化アサガオ研究会

（8日は16:00まで）大輪朝顔及び変化朝顔の展示会

安房書道会

Music Forever
～南総フェスティバル～
（地元ジャズバンドの競演）
Music Forever
～南総フェスティバル～
（パーカッションとラテンジャズ）
高樹きみ江教室
第2回チャリティー発表会
Wing10周年コンサート

声楽アンサンブル　オクターヴ
10周年記念コンサート
JOCコンサート
地域福祉フォーラム館山

 3日（木）

 4日（金）

 6日（日）

20日（日）

26日（土）

27日（日）
31日（木）

　18:00～ 20:00

　
　14:30～16:30

　
　 9:00～17:00

　14:00～16:00
　
  14:00～16:00
　
　未定
　10:00～11:30
　

こんなことあんなこと相談案内お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会（�23－5068）

児　童
家庭関係・養育問題など　
日時／毎日　午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室（�22－3496）

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、認知症など
の心配
日時／8月1・8・15・22日（火）
場所／安房健康福祉センター
申込み／�22－4511（予約必要）

介　護
介護（予防）についての悩み、相談
日時／月～金曜日は9:00～17:00
　　　土曜日は9:00～12:00
場所／地域包括支援センター　
　たてやま（長須賀196�25－7191）
　なのはな（長須賀102－1�22－1350）

乳幼児
◎乳児健診
日時／8月22日（火）
対象／４か月児
受付／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
日時／8月7日（月）
受付／午前9時30分～10時３0分
◎１歳６か月児健康診査
日時／8月3日（木）
対象／平成17年1月生まれ児
受付／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
日時／8月24日（木）
対象／平成15年2月生まれ児
受付／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（�23－3113）

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
日時／月～金曜日　午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／�23－3111

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第1火曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後０時30分から
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込み・問合せ／社会福祉課に必ず事前に
　　申込んでください。（�22－3492）

人権相談
日時／毎週水曜日 午前10時～午後４時
※祝日の場合は前日または後日
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　 人権相談室（�22－0620）

交通事故
電話でもできます
日時／毎日　午前９時～午後４時30分
場所／南房総県民センター安房事務所内
問合せ／�22－7132

消費生活
商品やサービスについての苦情、相談
日時／8月3日（木）・17日（木）
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室（�22－3199）

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室（�22－3199）

年　金
厚生年金など（予約制）
日時／8月17日（木）午前10時～午後3時
場所／館山市役所
定員／50人
予約受付開始日／8月1日（火）
予約方法／電話または市民課保険年金
係窓口で相談希望者の氏名、生年月
日、住所、基礎年金番号、相談の概要な
どを申し出て下さい。
問合せ／市民課保険年金係
　　　　（�22－3418）

行政相談

結　婚
日時／毎月第１、第３日曜日
　　　午前10時～午後４時
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会（�23－5068）

建築相談
木造住宅の簡易耐震診断など
日時／8月9日（水）午後1時～午後5時
場所／市役所3号館2階会議室
※簡易耐震診断は平面図（壁入り）を持参　
　してください。事前申込みが必要です。
申込み･問合せ／都市計画課計画係
　　　　　　　（�22－3640）

●８月の古紙・紙パック収集日
午前8時30分までに出してください

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／8月9日（水）午前10時～午後3時
場所／市民相談室
問合せ／市民相談室（�22－3199）
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主　催　者

  古　紙
  6日（日）
22日（火）
13日（日）
29日（火）
11日（金）
27日（日）
10日（木）
24日（木）
  7日（月）
21日（月）
  8日（火）
25日（金）
  9日（水）
23日（水）

紙パック

17日（木）

  3日（木）

10日(木）

24日（木）

10日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○雨でも収集します。濡れないように
　ビニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね
　てください。
問合せ／環境保全課（�22－3354）




